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論文審査の要旨 

 

耳鳴は QOL を著しく低下させる疾病であるが、薬物療法は未だ確立していない。申

請者はサリチル酸腹腔投与ラットを耳鳴モデルとして用い、牛車腎気丸（以下 GJG）の

効果を行動学的検討とそれに続く脳内聴覚伝導路における c-Fos の発現パターンの同定

を通じて解析した。コントロールとしては等量の蒸留水を経口投与したラットを用いた。

GJG 経口投与により耳鳴に起因する条件付け場所選好が有意に改善し、一次聴覚野にお

ける c-Fos の発現上昇が抑制された。本研究は GJG が耳鳴に対して有効である科学的な

根拠を示したものである。 

 公聴会では、GJG のどの生薬成分に効果があるかという問いに対し、現時点では不明

であるが末梢神経障害に対してはサンシュユ、ジオウなどが神経保護効果を有すると回

答した。GJG をどのように現場に戻すかという問いに対して、現在外来で診療中の症例

を中心に広く効果判定を行いたい、また難聴を伴う耳鳴患者についてはどう対応するか

という問いに対しては、今後難聴を伴ったモデルにおいても GJG の効果を検討したいと

いう回答がなされた。 

 本研究は、耳鳴の薬物治療に大きく貢献するもので医学博士の学位に値する研究と判

定した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頚部機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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